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人口等の現状分析 
   

 

 人口の動向                    

① 人口の動向（国勢調査人口） 

1985 年以降の総人口の推移を見ると、2000 年の約 7 万人をピークに人口減少に転じ、2015 年

までの 15 年間で 7,451 人減少しています。また旧 5 町が合併した 2005 年からの 10 年間では、

5,246 人減少しています。 

5 地域別に推移を見ると、1995 年または 2000 年をピークとして人口減少に転じ、総人口と同様

の傾向が続いています。ただし、打田地域はわずかに増加に転じています。 

総世帯数は、1985 年以降一貫して増加の傾向にあり、2015 年までの 30 年間で 6,511 世帯（年

間平均 217 世帯）増加しており、核家族化が進んでいるものと思われます。 

2015 年で世帯当たり人数は 2.67 人、2019 年 3 月末の住民基本台帳による世帯当たり人口は 2.36

人となっています。 
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② 人口及び世帯数の動向（住民基本台帳人口） 

住民基本台帳人口においても、2006 年以降人口は減少傾向で、2006 年から 2019 年の 13 年間で

7,790 人減少しています。 

 

 

③ 年齢 3 区分別人口の動向（住民基本台帳人口） 

2006 年以降の男女別の人口 3区分別人口は、男女ともに年少人口と生産年齢人口割合が減

少し、老年人口割合が増加の傾向にあります。2019 年の老年人口割合は、男性 29.0％、女性

34.5％と 5ポイントほどの差があります。年少人口と生産年齢人口の比率の向上が大きな課

題となっています。 
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資料：住民基本台帳（各年 3月末時点）

※割合について四捨五入により合計値が 100 にならない場合があります。 
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④ 5 歳階級別人口（国勢調査人口） 

1995 年と 2015 年の 5歳階級別人口を比較すると、55 歳以上の人口増加、45 歳以下の人口

減少が顕著となっています。特に女性では 39 歳以下の減少が著しく、最も出産が多い世代と

重なることから、今後の人口減少を抑制するために若い世代の減少を食い止めることが課題

となっています 

 

 

⑤ 人口動態の動向（2006 年～2018 年） 

2006 年から 2018 年までの 13 年間の自然動態と社会動態を合わせた人口の増減は、自然減と社

会減が重なり、2016 年から 2018 年の 3 年間の平均では 875 人の減少となっています。特に近年

は社会減が多くなっています。 

 

 

1,069

1,266

1,505

1,601

1,351

1,316

1,504

1,659

2,021

1,866

1,972

1,970

2,312

2,586

1,886

1,464

2,077 

0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上
男性

1,106

1,236

1,344

1,529

1,365

1,308

1,484

1,794

2,133

2,155

2,234

2,187

2,438

2,724

2,189

1,927

3,810 

0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

2015

2010

1995

女性

-259 -284
-347 -310 -314 -339 -341

-448
-324

-403
-481 -504 -508

-158

-386 -264

-116
-228 -210 -241

-169

-176

-352

-398 -350 -384

-417

-670
-611

-426

-542 -549 -582 -617
-500

-755

-879 -854 -892
-1000

-900

-800

-700

-600

-500

-400

-300

-200

-100

0

2 0 0 6年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

自然動態 社会動態 人口動態

資料：国勢調査 

資料：紀の川市人口報告集計 



4 

 

⑥ 自然動態（出生数・死亡数）の動向（2006 年～2018 年） 

2006 年から 2018 年までの自然動態は、出生数を死亡数が上回り、自然動態に起因する人口減少

が続いています。13 年間、年平均で 374 人の減少で、近年では減少幅が大きくなりつつあります。 

 

 

⑦ 社会動態（転入・転出）に関する動向 

2006 年から 2018 年までの 13 年間の社会動態は、転入を転出が上回り、年平均で 264 人の転出

超過となっています。また、近年では転出超過幅が大きくなりつつあります。 
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紀の川市の人口推計 
   

 

 国立社会保障・人口問題研究所の人口推計の概要 

（１）総人口の推計値 

本市の人口が、過去の動向に基づいて推移すると仮定した場合の人口推計は、国立社会保障・人

口問題研究所（以下「社人研」という）が 2018 年 3 月に推計した数値が公表されており、以下のグ

ラフの通りです。（出生率や社会移動率は、近年の動向に基づいて設定されています） 

推計値をみると、25 年後の 2045 年には、人口は約 18,600 人（31％）減少し、約 40,500 人、40

年後の 2060 年は、人口は約 30,000 人（50％）減少し、約 30,000 人になると推計されています。 

人口減少の大きな要因は、出生率が低い状態で推移することと、社会動態の減少が近年と同様の

状況で継続すると設定されていることにあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国調実績値） 

2013 年社人研推計に準拠したものに比べて、2018 年社人研推

計に準拠したもののほうが、人口減少の傾きが大きくなっている。 
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（２）年齢 3 区分別人口の推計値 

年齢 3 区分別人口の推計結果は、14 歳以下の年少人口と 15 歳～64 歳の生産年齢人口が減少し、

65 歳以上の老年人口が増加する結果となっています。また、5 年後の 2025 年以降は、老年人口も

減少に転じる結果となっています。 

また、「年少人口」対「生産年齢人口」対「老年人口」の比率は、2015 年の 12:58:30 から 25 年

後の 2040 年には 10:48:42、45 年後の 2060 年 10:46:44 へと変化し、年少人口や生産年齢人口が減

少し超高齢社会になる推計結果となり、若年人口比率を高め高齢化を抑制することも今後の大きな

課題です。 

75 歳以上の人口動向は、一貫して増加の傾向にあり、10 年後の 2030 年は全体の 23％を、30 年

後の 2050 年には 29％を超え、介護等のリスクを抱える人口が 3 人に 1 人とますます増加すること

から、健康寿命の維持が大きな課題となってきます。 
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（３）小地域（旧町）ごとの人口推計値 

旧町ごとの人口推計では、地域ごとに人口減少率に大きな差があるほか、粉河、貴志川地区の老

年人口割合（高齢者人口割合）が 2045 年では 50％を超えており、少子高齢化の進行が大きい結果

となっています。  

※小地域ごとに推計しているため、端数処理の関係で、小地域（旧町）の合計人数と市全体の合計人

数に若干相違があります。 
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